
皿

島
根
縣
に
お
け
る
教
育
の
鰹
溝
触
會
的
基
礎
に
鰯
す
る
　
考
察

野
　
　
　
津

良
　
　
　
夫

　
新
し
い
致
育
は
そ
の
地
域
の
實
態
の
上
に
た
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
。
1

威
程
致
育
の
素
材
や
課
題
や
手
が
か
り
を
、
身
近
な
環
境
的
地
域
の
實
生
活
か
ら

得
て
く
る
．
こ
と
は
至
當
で
あ
る
が
、
そ
の
致
育
の
立
脚
す
る
地
域
の
實
生
活
ば
必

す
し
も
そ
の
杜
會
の
指
向
す
べ
き
理
想
的
な
扶
態
に
進
み
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
な

い
、
そ
こ
に
は
依
然
と
し
て
封
建
的
遺
制
が
一
種
の
理
想
を
も
つ
た
モ
リ
ー
ズ
と

し
て
温
存
さ
牝
て
い
る
か
も
し
牝
な
い
し
、
あ
る
い
は
費
本
主
義
の
も
つ
不
合
理

が
、
意
識
さ
牝
る
と
否
と
に
拘
ら
す
滝
そ
の
地
域
の
生
活
を
燭
特
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
中
に
追
込
ん
で
い
る
の
か
も
し
牝
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
滝
箪

な
る
地
域
の
生
活
経
験
の
分
析
や
、
事
實
を
跣
威
の
論
理
で
蓮
關
づ
け
る
だ
け
の

努
力
で
は
、
致
育
の
ま
さ
に
あ
る
べ
き
方
向
を
指
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か

と
い
つ
て
吾
人
の
抽
聚
的
な
思
考
の
中
で
観
念
の
形
而
上
學
を
構
築
し
て
、
之
を

現
實
に
あ
て
は
め
る
ご
と
き
濁
断
は
溝
算
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
こ

に
島
根
の
致
育
の
基
礎
に
動
い
て
い
る
具
鶴
的
な
経
験
的
事
實
　
　
わ
け
て
も
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
洩

も
大
き
な
生
活
的
事
實
で
あ
る
経
済
耐
會
的
事
實
の
一
部
を
反
省
‘
的
に
と
ら
黍
る

事
に
よ
つ
て
花
現
在
の
致
育
の
進
み
つ
つ
あ
る
方
向
の
批
剣
に
費
し
た
い
と
思
う

の
で
あ
る
。

　
最
近
縣
下
の
あ
る
中
等
學
校
の
教
官
か
ら
き
い
た
事
で
あ
る
が
、
中
學
校
の
職

業
教
育
は
印
農
業
致
育
の
観
を
呈
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
成
程
文
部
省
の
指
導

婁
賓
で
も
滝
い
ろ
い
ろ
な
職
業
的
経
験
を
典
え
る
と
と
も
に
地
域
の
状
況
に
騰
じ

た
阿
容
を
典
え
る
よ
う
に
規
定
し
て
は
い
る
が
滝
致
師
の
能
力
に
於
て
も
施
設
に

於
い
て
も
滴
現
下
の
清
況
で
は
職
業
致
育
印
農
業
致
育
と
い
う
必
然
性
を
も
つ
て

く
る
の
で
も
あ
ろ
う
。
島
根
縣
の
中
學
校
の
卒
業
生
は
昭
和
二
十
四
年
度
に
於
て

は
六
四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
十
五
年
度
に
於
て
は
五
七
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
農

業
に
入
つ
て
屠
る
し
、
叉
島
根
縣
の
産
業
別
人
口
の
割
合
か
ら
し
て
も
滝
農
業
人

口
は
就
業
者
の
六
四
噛
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
昭
二
十
二
年
）
で
あ
る
の
で
滴
こ
の
事

は
一
膳
白
然
の
事
と
思
わ
牝
各
。

　
　
　
第
一
表
島
根
縣
産
業
別
人
口
（
昭
二
二
一

総
　
人
　
口

就
職
可
能
人
口

十
歳
以
上
人
ロ

ユ
、
就
　
業
　
者

失
　
業
　
者

非
努
働
力

九
一
二
、
五
五
一

八
三
九
、
二
六
七

七
〇
五
、
六
九
八

四
三
二
、
三
三
二

　
六
、
二
一
二

二
六
七
、
二
三
五

（
敷
え
年
）

製麗・鑛水林農

造設’
　　　産
エエ

業業業業業業

二
七
九
、
四
五
二

　
一
〇
喝
一
八
〇

　
一
一
、
五
〇
三

　
二
、
一
八
五

　
一
四
、
〇
三
八

四
〇
、
一
九
一

　
％

六
四
善
七

　
二
⑧
四

　
二
雪
七

　
〇
⑱
五

　
三
ニ
ニ

　
九
ニ
ニ



鳩

電
氣
ガ
ス
水
道
業

運
輸
通
信
業

商
　
　
　
　
業

金
　
　
融
　
　
業

一
サ
ー
ビ
ス
業

自
　
　
由
　
　
業

公
務
及
團
髄

そ
　
　
の
　
　
他

　
一
、
五
九
五

ニ
ニ
、
九
六
四

一
五
、
四
八
六

　
一
、
八
八
四

六
、
二
四
七

一
四
、
二
六
九

一
八
、
五
〇
九

二
、
八
二
九

○四三一○三三○
六三二四四六二四

　
◎
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
　
島
根
縣
商
工
課
編
　
島
根
縣
産
業
の
工
業
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
－
一
四
頁

　
然
る
に
塙
扶
養
者
を
ふ
く
む
所
謂
農
家
人
n
ば
、
昭
和
二
十
二
年
の
五
九
七
滝

三
〇
〇
人
に
封
し
冷
昭
和
二
十
五
年
は
六
〇
八
、
五
二
二
と
一
一
滴
二
二
二
人
だ

け
増
加
し
為
農
家
総
数
に
し
て
一
〇
五
池
九
ニ
ハ
戸
よ
り
一
〇
六
や
五
七
三
戸
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

増
加
の
傾
向
を
も
つ
て
い
る
の
に
喝
遼
に
專
業
農
家
数
は
五
〇
滝
三
九
二
戸
よ
り

三
七
、
九
〇
七
戸
と
い
う
風
に
全
髄
で
二
一
、
四
八
五
戸
も
減
じ
、
い
か
に
專
業

農
家
と
い
う
も
の
が
経
螢
困
難
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
叉
藪
後
農
地
開
放
に

よ
つ
て
自
作
農
は
増
加
し
た
が
、
平
均
六
二
一
反
の
細
農
の
域
に
と
ど
ま
り
、
五

反
未
満
の
農
家
は
全
農
家
藪
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
．
め
。
て
い
る
。
叉
出
稼
者
の

農
家
藪
ば
昭
和
二
十
二
年
よ
り
昭
和
二
十
五
年
は
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
加
し

第
二
表
就
職
者
職
業
厘
分

（
高
等
學
校
）
　
右
二
十
五
年
度

て
い
る
が

　
　
金
を
逢
つ
て
く
牝
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
為
七
九
六
人

　
　
金
を
邊
ら
な
い
も
の
及
び
仕
邊
り
の
要
あ
る
も
の
　
　
八
、
三
二
〇
人
■

で
あ
つ
て
、
農
家
の
経
済
の
助
と
な
ら
な
い
の
み
か
為
、
猶
多
く
の
農
家
に
は
二

男
、
三
男
の
虚
置
に
困
つ
て
い
る
事
實
が
あ
る
。
新
民
法
の
下
で
財
産
の
分
配
に

あ
す
か
る
灌
利
が
保
講
さ
れ
て
い
て
も
、
ご
れ
以
上
土
地
を
分
け
る
ご
と
は
と
も

倒
れ
と
な
る
し
滝
叉
當
縣
の
風
習
と
し
て
子
供
を
遠
く
に
離
し
た
が
ら
な
い
傾
向

が
あ
つ
て
、
農
業
ぱ
身
に
つ
か
す
喝
か
と
い
つ
て
容
易
に
村
に
あ
つ
て
は
職
も
求

め
ら
れ
な
い
秩
態
で
あ
る
。

　
勿
論
ア
メ
リ
カ
の
戦
時
二
九
四
五
－
昭
和
二
十
年
）
の
雇
傭
の
割
合
が
問
題
を

も
つ
て
い
な
い
事
は
な
い
が
、
農
業
人
口
は
有
業
者
の
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。
目
本
は
昭
和
二
十
二
年
で
杢
國
で
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
農
業
人
口
の
比
率

を
も
つ
て
居
り
、
本
縣
は
六
四
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
事
を
考
え
る
と
お
ど
ろ

く
べ
き
相
逮
で
あ
つ
て
、
近
代
的
接
大
再
生
産
的
産
業
形
態
に
お
く
牝
て
い
る
我

が
國
柄
及
び
本
縣
の
状
態
を
如
實
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
ご
の
様
に
行
き
つ
ま
つ

た
農
業
を
主
産
業
と
し
、
し
か
も
中
學
校
卒
業
生
の
牛
藪
以
上
が
年
々
農
業
人
口

の
中
に
入
つ
て
行
く
こ
と
に
一
つ
の
問
題
提
起
し
て
置
こ
う
。

　
弐
に
高
等
學
校
卒
業
者
の
進
路
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
み
よ
う
。
ご
牝
に
よ

（
昭
和
二
六
、
六
、
三
〇
現
在
）
左

二
十
四
年
度
　
（
昭
和
二
五
、
六
、
二
〇
現
在
，
）

総
　
　
　
藪
　
　
農

業
％

工
　
　
業

％

総

敷

島全
根國

三
呈
、
尭
セ

〆
二
一
二
、
セ
巴

『
一
、
突
セ

一
　
八
g
二

国
一
、
二
九
八
（
二
〇
⑧
〇
九
）

二
亜
、
三
八
九
（
一
ゴ
丁
亘
）

　
巴
九
（
三
土
e

　
一
…
（
二
六
畠
）

豆
五
、
八
セ
亜
（
一
一
七
壌
一
八
）

三
ハ
、
七
〇
；
言
；
）

　
六
〇
買
三
〇
名
）

　
一
九
〇
（
一
三
名
）

商
　
　
業

％
　
　
水
　
　
産
　
％

一
二
九
、
二
〇
三
寺
O
セ
）

毛
、
実
九
（
三
土
ハ
）

　
二
八
四
（
－
酋
㊥
四
）

　
“
一
二
（
一
三
⑫
九
）

一
、
一
茜
七
（
○
上
金
）

八
量
（
O
名
）

　
二
六
（
三
二
）

　
七
a
㊥
九
）

そ
の
他
　
％

六
七
、
八
実
（
…
す
〇
一
）

豊
、
O
毫
（
毫
五
）

　
六
轟
（
…
土
e

　
二
八
二
（
三
五
⑱
一
）

sokyu



蛇

普
通

課
程

農
業
課
程

工
業

課
程

商
業
課
程

水

産
課

程

家
庭
課
■
程

そ
　
　
の

他
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一

竈
｛

島
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一

全
具

島
根
一

曼
、
美
一

一
〇
、
六
〇
七

　
一
宅

．
二
六

皇
一
、
鑓

島
根
一
　
一

竈
一

島
根
一

　　三三→づ

　　⊂）六
フ≒■㌧〇三三
ヨ玄デマメ］三三

皇
　
嘉

島
根
一
　
1
1

　　（⊃■㌧

一一酋二二
二二一ブく一ヒ

（⊃ヨiセ六

e占6圭．

ニ
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圭
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六
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二
、
O
セ
O
（
六
子
0
）

　
量
九
（
弩
上
ハ
）

　
舌
（
充
金
）
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一
、
三
六
葦
予
一
二
八
）

六
〇
買
予
七
）

　
一
一
（
一
言
国
）

圭
（
千
O
○
）

三
主
（
子
二
）

買
一
ハ
上
ハ
）

三
、
ニ
ハ
O
（
巴
畠
Q
）

一
、
篭
O
（
男
五
）

　
ス
（
二
〇
五
）

　
二
六
（
因
〇
二
）

雪
（
；
二
）

八
（
甲
八
）

ご
二
、
柔
買
旨
上
ハ
九
）

一
〇
、
一
ゴ
ー
八
（
一
七
色
国
）
　
　
一

　
一
八
八
（
二
六
⑱
一
）

　
9
（
九
圭
）

二
、
国
四
九
（
八
㊥
九
亜
）

　
些
石
（
予
三
）

　
一
ハ
六
（
轟
⑤
O
）

　
二
（
二
⑧
七
）

…
、
五
二
（
杢
二
；

一
二
、
五
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（
豆
酉
函
八
）

　
三
ハ
八
（
尭
畠
）

　
；
；
一
〇
圭
）

~~t -o:~~ -
~~~~3io 

jtJ ~~lF~~ 

I~l¥l~ 
~ ~j-' 'r{~j 

･~ l¥ 
~~,/¥O 

jt3Ei~~~t 

.J~ 12~,~l~j¥ 
j¥'~~' ~/¥ ~L* 

八
畠
セ
）

子
八
）

九
土
二
）

　　二⊂⊃
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克
七
（
元
二
）

雪
二
（
三
圭
）

；
二
、
九
七
九
（
一
二
⑳
九
九
）

．
＝
、
二
雲
（
一
九
二
）

　
扇
ゴ
（
一
九
⑱
九
）

　
九
〇
（
三
畠
）

一
、
O
き
（
ゴ

竃
八
（
弓

　
ニ
ハ
（
ゴ

克
一
）

二
）

畠
）

　　酋一
　　二⊂⊃
　八ヨエー
メ］ヨi丸ク㌔

三三四膣ヨ四
四■㌧○三

六〇二二因
）））逓

　　国一ヒ
’ヒ■㌧一四

三四）≒ヨエ

ニニO．：二〇

八
七
（
六
⑭
O
鬼
）

冒
δ
（
苧
酋
）

買
六
土
ハ
）

一
、
一
一
八
一
（
一
六
⑧
七
八
）

一
一
六
六
（
八
⑱
八
）

　
一
八
（
ヒ
O
㊥
九
）

　
六
（
を
一
）

三
（
」
？
三
）

三
（
ヤ
一
）

杢
七
（
？
完
）

窒
九
（
O
名
）

　
責
O
名
）

　
セ
（
丁
七
）

巴
（
〇
二
五
）

一
茜
（
9
二
）

六
二
（
○
⑤
一
八
）

六
六
（
？
三
）

一
（
〇
三
）

ニ
セ
（
？
巽
）

六
六
（
○
畠
）

ス
O
毛
）

塞
；
亨
；

二
一
ご
二
（
一
二
ご
⑧
八
…
）
1

一
九
（
三
∴
）

…
（
O
・
二
九
）

六
（
？
二
）

責
丁
七
）

一
（
○
上
ハ
）

豊
、
菱
ハ
（
元
五
七
）

三
一
、
究
七
（
四
晋
O
）

　
二
圭
（
毛
土
ハ
）

　
夏
七
（
三
セ
島
）

七
、
三
八
ε
一
、
O
佃
）

五
、
O
〇
四
（
一
一
八
⑧
四
）

　
一
芒
（
暮
丁
○
）

　
き
（
毛
λ
）

八
、
塞
ξ
茜
圭
一
）

七
、
‘
三
；
三
丁
二
）

　
三
豆
（
二
七
名
）

　
七
〇
（
竺
丁
八
）

六
、
O
美
（
一
亨
八
八
）

三
、
○
空
一
二
婁
．

　
四
冥
一
三
圭
一

　
八
（
一
一
亨
八
）

．
昌
八
（
二
八
二
三
）

…
六
（
毒
λ
）

　
；
（
一
六
畠
）

二
、
〇
九
〇
（
〕
二
七
土
二
八
）

一
、
0
9
一
；
言
；
）

　
一
毛
（
雲
一
二
）

　
ご
セ
（
四
丁
韮
）

一
五
五
（
五
－
⑧
八
）

蛮
（
乗
⑧
O
）

　
致
育
月
報
昭
和
二
十
七
年
二
月
號
一
八
頁
　
　
島
根
縣
致
育
委
員
曾
襲
行

る
と
普
通
課
程
の
履
修
者
が
厘
倒
的
で
あ
り
、
農
業
及
び
工
業
が
ご
れ
に
ー
つ
い
で

い
る
。
更
に
昭
租
二
十
六
年
度
縣
下
高
等
學
校
卒
業
者
五
一
二
二
八
名
の
卒
業
後

の
希
望
を
調
べ
て
み
る
と
進
學
者
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
裁
職
し
な
が
ら
の
定
時
制

進
學
者
一
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
般
就
職
者
五
五
⑧
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
自
宅
一
一
一

　
　
ポ

○
パ
τ
セ
ン
ト
、
未
定
四
一
九
パ
丁
セ
ン
ト
と
な
つ
て
骨
り
、

八
四
二
名
の
内
講
ぼ
第
三
表
の
通
り
で
あ
る
。

一
般
就
職
者
二
一



．
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第
三
表
　
高
校
卒
業
後
就
職
希
望
分
布

未奥中京四山鳥縣
　　部　國　取
　　關・　九　山
定羽東阪州陽口内

一
、
囚
八
一

　
二
四

　
　
八
五

　
　
五
四

　
八
五
五

　
二
九

　
　
　
四

　
二
二
〇

　
ご
れ
に
よ
る
と
全
競
職
者
の
五
ニ

パ
ー
セ
ン
ト
は
縣
内
に
と
ど
ま
る
が

四
八
パ
ー
セ
ン
ト
ば
縣
外
に
競
職
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
叉
五
八
パ
ー

セ
ン
ト
が
京
阪
で
あ
る
。
結
局
ご
の

希
望
通
り
と
す
れ
ば
全
卒
業
生
の
四

分
の
一
は
縣
外
に
就
職
す
る
ご
と
に

な
る
。
し
た
が
つ
て
高
校
の
た
め
の
豫
算
額
の
四
分
の
一
は
冷
縣
外
の
資
本
主
義

機
構
の
た
め
に
縣
民
の
税
金
が
奉
仕
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
あ
る
い
は
人
は
反

封
し
て
そ
の
様
な
不
合
理
は
平
衡
交
附
金
の
制
度
に
よ
つ
て
解
消
さ
れ
る
と
い
う

か
も
し
れ
な
い
。
併
し
乍
ら
、
高
校
生
一
人
に
投
下
さ
れ
る
資
金
の
實
額
は
や
學

校
費
の
他
に
本
人
の
學
資
金
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
滝
多
く
の
P
T
A
等
の
補
助

費
が
あ
り
憎
し
か
も
大
切
牟
こ
と
は
、
教
育
の
た
め
に
投
下
さ
牝
た
費
本
は
、
短

期
に
相
殺
さ
牝
る
物
費
の
資
本
一
と
ち
が
つ
て
か
か
つ
た
だ
け
の
費
用
を
戻
せ
ば
す

む
の
で
な
く
冷
経
済
的
慣
値
の
面
か
ら
だ
け
考
え
て
も
十
数
倍
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
叉
縣
外
に
流
出
す
る
卒
業
生
は
比
較
的
素
質
の
よ
い
者
に
多
い
ご
と
も
み
の

が
し
て
は
な
ら
な
い
事
實
で
あ
る
。
更
に
普
通
課
，
程
の
卒
業
生
が
二
十
五
年
度
で

農
工
商
に
夫
々
ニ
ハ
、
二
穴
竜
二
〇
と
い
う
率
で
ば
ら
ま
か
れ
滝
農
業
課
程
の
卒

業
生
で
農
業
に
と
ど
ま
る
者
が
六
三
％
滝
工
業
課
程
の
卒
業
生
で
工
業
に
と
ど
ま

る
者
が
五
五
％
為
商
業
課
程
の
卒
業
生
で
商
業
に
と
ど
ま
る
者
が
四
八
％
で
あ
る

こ
と
も
考
慮
す
べ
き
複
雑
な
間
題
を
も
つ
て
い
る
。

以
上
を
要
す
る
に
本
縣
に
於
て
は
挾
小
な
土
地
に
過
剰
な
人
口
を
か
か
え
念
主

産
業
た
る
農
業
ば
行
き
つ
く
と
ご
ろ
ま
で
零
細
化
し
て
い
る
の
に
中
等
致
育
で
は

職
業
致
育
帥
農
業
致
育
の
観
を
呈
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
高
狡
卒
業
者
の
う
ち
就

職
者
の
牛
戴
を
縣
外
に
流
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
ご
ろ
に
大
き
な
致
育
上
の
間

題
が
存
し
て
い
る
。
中
學
校
致
育
及
び
高
等
學
校
致
育
の
各
々
の
も
つ
て
い
る
間

．
題
．
鮪
は
ち
が
う
よ
う
で
あ
つ
て
實
は
根
本
ば
一
つ
で
あ
る
。

　
本
縣
ば
地
理
的
に
み
て
も
裏
目
本
と
い
う
交
通
不
便
な
と
ご
ろ
に
あ
る
の
で
幸

に
戦
争
の
被
害
ば
少
か
つ
た
が
滝
同
時
に
反
百
新
し
い
再
建
と
か
創
造
的
な
活
力

も
な
く
民
情
は
音
な
が
ら
の
封
建
的
遺
習
か
ら
脆
脚
し
得
な
い
。
加
う
る
に
経
済

的
貧
困
は
民
清
を
し
て
撰
大
再
生
産
的
思
考
を
奪
い
俺
學
校
致
育
や
耐
禽
塾
育
の

面
で
民
主
化
が
叫
ば
れ
て
も
馬
家
を
守
る
と
い
う
感
情
が
個
の
開
放
を
さ
ま
た
げ

て
い
る
散
態
が
隆
所
に
み
ら
れ
る
。
本
縣
の
民
情
に
は
肚
交
性
に
乏
し
く
悪
い
面

は
あ
る
が
、
併
し
そ
の
反
面
滝
素
質
が
實
直
で
滝
勤
螢
意
欲
に
と
む
難
は
、
縣
外

の
大
工
場
か
ら
よ
き
螢
力
資
源
と
し
て
の
歓
迎
を
う
げ
て
い
る
。
島
根
縣
人
の
特

性
は
そ
の
家
族
主
義
的
主
産
業
た
る
農
業
的
生
産
形
態
が
大
部
分
を
占
め
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
何
百
年
に
わ
た
つ
て
實
直
と
か
信
用
と
か
い
つ
た
個
人
道
徳
面
で
み

が
か
牝
る
事
は
多
か
つ
牝
が
滝
他
方
個
を
開
放
し
、
廣
い
経
済
的
硯
野
に
立
つ
て

積
極
的
に
行
動
し
た
り
、
民
圭
的
な
耐
會
道
徳
を
確
立
す
る
鮪
で
は
、
障
害
の
多

い
環
境
に
あ
つ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
紬
長
い
縣
で
日
本
海
に
面
し
て
い
る
爲
池
水
産
資
源
に
め
ぐ
ま
れ
て
は
い
る

が
、
良
港
に
乏
し
く
滝
且
漁
業
に
は
季
節
的
要
素
が
多
い
爲
、
水
産
業
の
面
に
も

可
成
り
の
制
約
が
あ
る
。
そ
の
他
の
天
然
賛
源
や
輸
邊
の
扶
況
か
ら
し
て
も
竜
今

急
に
近
代
的
エ
業
施
設
を
起
す
だ
け
の
魅
力
あ
る
要
素
は
存
在
し
て
い
な
い
。
併

し
何
よ
り
も
人
口
と
雨
量
と
い
う
二
つ
の
費
源
は
争
え
な
い
豊
か
さ
を
も
つ
て
い
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る
。
を
う
し
て
前
者
は
致
育
に
よ
り
滝
後
者
ば
蓑
電
に
よ
り
い
く
ら
で
も
開
蟄
の

藤
地
を
も
つ
て
い
る
。
産
業
の
面
に
於
て
は
交
通
機
闘
を
電
化
す
る
ご
と
に
よ
つ

て
京
阪
洩
九
州
、
山
陽
の
三
面
に
封
す
る
輸
邊
を
便
に
し
や
原
料
を
輸
入
し
て
加

工
す
る
工
業
の
方
向
に
活
路
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
像
り
に
千

人
を
牧
容
す
る
工
場
が
誘
致
さ
牝
る
と
す
牝
ば
、
關
蓮
業
務
と
し
て
約
干
人
の
人

口
を
吸
牧
し
、
各
々
の
家
族
を
ふ
く
め
る
と
、
七
克
八
千
人
の
生
活
を
ま
か
た
う

ご
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ご
の
事
は
同
時
に
農
家
の
人
口
を
吸
牧
す
る
事
に
な

る
か
ら
、
農
業
経
螢
の
零
細
化
を
防
止
す
る
ご
と
に
も
な
る
。

　
本
縣
は
幸
、
雨
量
に
め
ぐ
ま
れ
て
滝
水
力
褒
電
所
も
十
九
ケ
所
芯
火
力
褒
電
所

ニ
ケ
所
で
水
火
力
出
力
は
合
計
七
八
、
三
一
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
の
七
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
水
力
が
占
め
て
い
る
。
（
水
力
五
四
、
ご
二
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
火

力
二
四
、
○
○
○
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
。
島
根
縣
は
現
在
需
要
に
封
し
て
供
給
力
が
鹸

つ
て
い
る
の
で
池
そ
の
三
六
パ
τ
セ
ン
ト
ば
縣
外
に
邊
電
し
て
い
る
。
と
ご
ろ
が

　
　
　
　
　
　
上

本
縣
は
、
全
國
九
ブ
肩
ツ
ク
の
一
で
あ
る
中
國
ブ
ロ
ッ
ク
に
麗
し
、
中
國
ブ
ロ
ッ

ク
は
杢
鵠
と
し
て
ぱ
電
力
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
杢
國
的
に
も
電
氣
料
金
を

高
く
梯
わ
な
げ
牝
ば
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
に
當
面
し
て
い
る
。

紳 斐 水

戸 〃〃〃〃　　　伊

川 川 系 第

一 ’
四

榔 斐
一　　一一　　　　一一　　　　一

河
表

〃〃刀　　澤　屋 島
戸 伊 川 根

縣

川 川 川川 名 水
力

』 襲
酒 屋〃〃三河 地 電

刀 計

谷
敷

屋

黒占 蓋

o

潮 原I皿皿内 名

肥 一最

四 一　　　一 大
四
洩

三三五○○、　　洩　　、　　、　　、

四 二三一○五
串

○ 八○○○○
○ ○○○○○ 力

盲「司

江

津 〃〃〃〃

川 川

匹 八 江

見

　
〃
〃
〃
戸

川 川 川

新 川江江明明
川川

匹 第第塚
二 一

見 戸期期皿塚

’

一 一五六
一　　一・一■■」‘　　一

四
、 五○○六五、　　、　　、　　、　　、

四 九○○三○
○ ○○○○○
○ ○○○○○

　
　
＊
上
掲
　
島
根
縣
産
業
の
工
業
化
十
七
頁
。

　
島
根
縣
の
電
力
開
襲
計
謹
は
第
四
表
の
通
り
で
あ
つ
て
、
全
髄
と
し
て
完
成
し
■

た
廃
に
は
、
最
大
出
力
二
十
六
萬
八
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
豫
想
さ
牝
る
。
中
國
五
縣

を
通
じ
て
、
今
後
こ
の
様
に
大
き
な
開
褒
能
力
を
も
つ
た
と
ご
ろ
は
な
い
。
然
る

に
別
表
電
力
接
充
五
ケ
年
計
蓋
園
（
昭
和
二
十
六
年
九
月
中
國
電
力
株
式
會
硅
編
、
我
社

の
現
秩
附
録
）
に
よ
れ
ば
、
紳
戸
川
及
江
川
の
邊
電
線
は
廣
島
に
．
つ
な
が
牝
、
新
匹

見
の
途
電
線
は
廣
島
及
び
山
口
に
つ
な
が
れ
て
居
つ
て
島
根
縣
に
ば
つ
な
が
牝
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
の
開
褒
計
書
ば
雨
多
く
水
系
に
め
ぐ
ま
牝
た
島
根
縣
に

向
け
ら
れ
な
が
ら
喝
而
も
そ
の
恩
恵
は
島
根
縣
以
外
に
流
失
し
て
し
ま
う
と
す
れ

ば
、
本
縣
と
し
て
は
唯
一
の
物
的
費
源
を
失
う
事
に
な
り
滝
非
常
な
矛
盾
が
起
つ

て
く
る
。
島
根
縣
は
北
陸
に
つ
ぐ
全
國
的
な
雨
量
縣
で
あ
り
竜
從
つ
て
そ
の
民
情

も
陰
蟹
で
引
込
思
案
で
あ
る
と
い
わ
牝
て
い
る
。
誰
も
好
ん
で
陰
蟹
に
な
る
わ
け

で
は
な
い
。
何
百
年
の
偉
統
で
み
が
か
牝
精
綴
に
し
仕
組
ま
牝
た
家
長
的
集
約
農

．
業
に
よ
る
人
間
性
の
抑
歴
と
滝
雨
と
い
う
天
然
の
地
理
的
條
件
の
制
約
で
あ
る
。

然
る
に
そ
の
雨
が
電
力
と
化
し
滝
産
業
の
振
興
と
工
場
の
誘
致
に
役
立
つ
の
で
な

く
滴
他
縣
の
工
業
力
と
在
つ
て
し
ま
う
の
で
あ
つ
て
み
牝
ば
灸
本
縣
が
直
面
し
て

い
る
晴
い
経
済
産
業
た
ら
び
に
致
育
的
偏
向
は
い
よ
い
よ
救
い
難
い
も
の
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
以
上
の
如
く
考
え
る
と
怒
今
日
に
於
て
電
力
間
題
ば
産
業
を
は
じ

sokyu
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旭

め
や
他
の
触
會
機
能
を
統
制
す
る
大
き
な
統
制
力
を
も
つ
て
居
り
、
決
し
て
電
力

だ
け
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
電
力
と
産
業
だ
け
の
間
題
と
し
て
虜
理
さ
牝
て
は
な

ら
在
い
の
で
あ
る
。
叉
あ
る
人
は
産
業
の
襲
達
は
箪
に
島
根
縣
だ
け
の
間
題
で
な

く
、
中
國
全
誰
の
間
題
と
し
て
考
う
べ
き
だ
と
の
異
論
を
も
つ
か
も
し
牝
な
い

が
滝
そ
う
だ
と
す
牝
ば
他
の
行
政
機
能
が
分
縣
的
に
行
わ
牝
て
い
る
事
清
と
の
間

に
非
常
な
矛
盾
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
竜
今
日
の
杜
會
全
髄
に
進
行
し
つ
つ
あ
る

極
端
在
ア
ー
バ
ナ
ィ
ゼ
ー
シ
ヨ
ソ
の
方
向
に
一
暦
の
拍
車
を
か
け
竜
島
根
縣
ば
永

久
に
貧
困
と
非
文
化
の
扶
態
に
と
り
の
ご
さ
牝
る
ご
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
電
カ
費
源
と
と
も
に
、
本
縣
に
と
つ
て
豊
か
な
資
源
で
あ
る
人
的
費
源
に

り
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
人
的
資
源
の
開
蟹
と
い
う
ご
と
は
一
致
育
の
接
充
で

あ
り
喝
致
育
文
化
の
向
上
で
あ
る
。
こ
牝
は
日
常
の
緯
済
活
動
か
ら
み
る
と
迂
遠

な
様
で
は
あ
る
が
實
は
極
め
て
密
接
な
闘
係
を
も
つ
て
い
る
。

　
晶
質
の
よ
い
も
の
を
生
産
す
る
た
め
に
は
技
術
や
致
養
の
高
い
ご
と
を
必
要
と

1
す
る
が
、
緯
済
的
富
を
増
す
こ
と
は
、
た
だ
物
の
生
産
の
増
加
に
は
限
ら
な
い
。
’

物
の
便
値
は
需
要
が
あ
り
必
要
が
あ
つ
て
生
牝
る
の
で
あ
り
、
文
化
的
教
養
が
高

い
と
い
う
事
は
帖
そ
牝
だ
け
消
費
の
必
要
が
存
し
て
い
る
事
で
あ
り
、
物
の
償
直

を
増
し
て
く
る
。
た
と
え
ば
嚢
術
作
晶
ば
文
化
的
教
養
の
低
い
と
ご
ろ
で
は
無
債

値
で
あ
る
。
叉
有
名
な
薬
術
家
や
褒
明
家
は
竜
製
造
者
が
物
を
作
つ
て
賓
る
よ
う

胡
に
滝
時
に
は
そ
れ
以
上
の
富
を
得
て
い
る
。
耐
會
全
般
の
文
化
的
致
養
が
低
い
事

は
叉
色
々
の
犯
罪
や
暴
動
の
原
因
で
あ
り
為
教
育
低
度
が
最
低
で
慈
文
盲
が
七
五

パ
ー
セ
ン
ト
も
い
る
甫
ア
メ
リ
カ
や
バ
ル
カ
γ
講
國
が
た
え
す
暴
動
や
混
勧
に
ま

き
ご
ま
牝
て
い
る
こ
と
は
喰
教
育
の
程
度
の
低
さ
が
滴
経
済
的
損
失
を
招
く
こ
と

の
例
で
あ
る
。
経
済
的
取
引
が
、
相
手
方
に
封
す
る
信
用
を
も
と
と
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
池
致
養
の
程
度
の
低
さ
と
い
う
事
は
、
そ
れ
だ
け
の
く
，
ン
デ
イ
キ

　
ャ
ヅ
プ
と
な
る
ご
と
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
近
代
目
本
の
産
業
は
西
欧
費
本
主
義
に

可
成
り
お
く
れ
て
出
褒
し
た
。
披
術
的
劣
勢
と
品
質
の
粗
悪
を
償
う
た
め
に
ダ
ン

ピ
ン
グ
に
よ
つ
て
市
場
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
ご
と
は
、
日
本
商
人
の
國
際
的
信

用
を
失
墜
さ
せ
た
精
果
を
思
う
べ
き
で
あ
る
。
た
た
日
本
螢
働
者
の
勤
勉
努
力
が

評
債
さ
牝
て
い
る
事
は
幸
な
こ
と
で
あ
る
。

　
教
育
と
い
う
事
は
、
芭
経
済
的
立
場
か
ら
み
牝
ば
一
つ
の
長
期
的
投
資
で
あ
る
。

　
「
致
育
に
よ
る
富
」
の
著
者
y
・
L
一
コ
ヅ
ク
ス
女
史
は
池
ワ
ル
ト
ン
一
B
一
ブ

リ
ス
の
致
育
の
貨
幣
慣
値
換
算
　
（
一
九
囚
三
年
當
時
の
も
の
）

　
　
　
　
　
，
々
」
ラ
マ
⑧
ス
ク
ー
ル

　
　
普
通
の
中
學
校
卒
業
者
の
一
生
の
所
得
　
　
　
四
五
、
○
○
○
弗

　
　
普
通
の
高
校
卒
業
者
の
一
生
の
所
得
　
　
　
　
七
八
喝
○
○
○
弗

　
　
普
通
の
大
學
卒
業
者
の
一
生
の
所
得
　
　
　
一
五
〇
、
○
○
○
弗

を
引
用
し
つ
つ
、
懐
り
に
高
校
生
が
一
年
に
七
五
〇
弗
か
か
る
と
し
て
、
四
年
の

課
程
を
絡
る
ま
で
三
竜
○
○
○
弗
か
か
る
。
グ
ラ
マ
ス
ク
ー
ル
と
高
校
の
卒
業
生

．
の
．
一
生
の
所
得
の
差
は
三
三
、
○
○
○
弗
で
あ
る
か
ら
高
狡
致
育
を
う
げ
た
こ
と

の
利
盆
は
千
百
パ
丁
セ
ン
ト
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。
（
く
．
■
O
◎
お
オ
①
邑
序

↓
｝
8
目
的
｝
固
｛
昌
o
g
ざ
員
岩
紅
べ
切
｝
H
o
◎
紅
）

　
私
ば
こ
こ
に
経
済
機
能
の
根
抵
を
ク
レ
ヂ
ツ
ト
と
見
、
國
民
全
誰
に
掲
す
る
奨

學
費
金
貸
輿
制
度
と
し
て
の
ダ
ィ
ナ
、
・
・
ヅ
ク
一
ダ
ラ
ー
ズ
の
提
唱
者
為
コ
ツ
ク
ス

女
史
の
所
読
の
概
路
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ェ
イ
、
ス

　
コ
ヅ
ク
ス
女
史
に
よ
れ
ば
「
ク
γ
デ
ッ
ト
は
丙
的
信
頼
の
外
的
表
現
」
（
ま
P

甲
岩
）
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
今
百
姓
が
農
作
物
を
作
る
の
に
滝



、
2
0

機
械
や
種
物
を
買
う
金
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
土
地
や
建
物
を
措
保
と
し
て
銀

行
か
ら
金
を
借
り
、
牧
獲
の
あ
か
つ
き
に
、
そ
の
利
潤
で
金
を
返
し
て
行
く
。
銀

行
は
百
姓
の
能
力
を
信
頼
し
て
金
を
借
し
、
そ
の
利
子
を
得
る
。
．
又
そ
の
銀
行
の

塞
金
た
る
株
は
そ
の
銀
行
の
能
力
を
信
頼
す
る
多
く
の
人
々
の
出
資
に
な
つ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
一
フ
ー

る
。
こ
の
様
な
ク
レ
デ
一
一
ト
に
ば
八
つ
の
要
素
が
支
桂
と
し
て
働
く
。
目
く
「
ω

信
頼
、
㈹
　
白
由
滝
倒
協
力
、
④
　
力
滝
⑤
富
滝
⑥
　
未
來
の
支
配
滝
⑦

責
任
感
、
㈹
致
育
」
（
弐
｛
，
）
で
あ
る
。
　
ク
レ
ヂ
ッ
ト
を
み
と
め
る
人
は
洩
そ

の
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
適
用
さ
れ
る
入
叉
は
機
關
の
正
直
さ
と
能
力
を
信
頼
し
な
け
牝

ば
威
立
し
な
い
。
ク
レ
ヂ
ツ
十
は
叉
そ
の
人
の
お
ち
い
グ
て
い
る
不
利
益
な
籍
か

ら
白
由
に
し
て
く
れ
る
。
ご
の
ク
レ
ヂ
ッ
ト
が
家
庭
の
致
養
に
使
わ
れ
た
場
合
、

家
庭
を
無
智
と
迷
信
か
ら
解
放
す
る
で
あ
ろ
う
。
銀
行
で
株
主
の
代
表
が
え
ら
ば

れ
鴻
運
螢
に
参
加
す
る
の
は
、
ク
レ
ヂ
ヅ
ト
が
双
方
の
協
力
を
必
要
と
す
る
代
表

的
な
例
で
あ
る
。
叉
ク
レ
ヂ
ッ
ト
は
非
常
に
大
き
な
力
を
も
つ
て
い
る
。
農
夫
が

銀
行
か
ら
金
を
借
り
、
牧
獲
を
あ
げ
る
期
間
の
家
族
の
扶
養
が
で
き
た
の
も
ご
の

力
に
よ
る
の
で
あ
る
。
大
規
模
だ
會
耐
が
倒
産
す
る
の
も
こ
の
ク
レ
ヂ
ヅ
ト
を
失

う
ご
と
か
ら
來
る
も
の
で
あ
る
。
ク
レ
ヂ
ッ
ト
白
髄
が
一
つ
の
富
で
あ
る
が
喝
ク

レ
ヂ
ッ
ト
ば
叉
富
を
増
す
働
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
人
が
家
を
建
て
事
業
を
い
と

な
み
致
育
を
う
け
よ
う
と
す
る
の
も
、
こ
う
し
た
未
來
の
支
配
は
滝
ク
レ
ヂ
ッ
ト
あ

る
ご
と
に
よ
つ
て
保
護
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
叉
ク
レ
ヂ
ツ
ト
ば
借
り
た
も
の
を
返

す
と
い
う
責
任
感
を
背
景
と
し
て
い
る
。
ク
レ
ヂ
ツ
ト
が
致
育
の
場
に
使
わ
牝
牝

場
合
に
は
曳
他
の
領
域
に
お
け
る
よ
り
も
も
つ
と
す
ぐ
牝
た
意
義
を
も
っ
て
い

る
。
と
い
う
の
は
、
他
の
領
域
に
使
わ
牝
る
ク
レ
ヂ
ッ
ト
は
、
そ
れ
が
致
育
の
領

域
に
使
わ
牝
る
様
式
と
程
度
に
よ
つ
て
限
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
O
い
宇
算

り
炉
～
牡
山
⑳
）

　
こ
の
様
な
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
實
際
的
な
姿
と
し
て
は
滴
抵
當
冷
債
券
柄
株
の
よ
う

な
長
期
の
も
の
滝
手
形
滝
引
受
の
よ
う
な
短
期
の
も
の
洩
銀
行
券
滝
投
機
ク
レ
ヂ

ッ
ト
、
政
府
機
關
の
ク
レ
ヂ
ッ
ト
な
ど
が
あ
る
。
ご
牝
ら
の
ク
シ
ヂ
ッ
ト
が
、
も

し
少
数
の
財
閥
や
、
濁
裁
的
な
支
配
者
に
統
制
さ
牝
凋
占
さ
れ
る
と
、
國
民
の
自

由
な
創
造
的
活
動
を
抑
紺
す
る
ガ
ら
、
で
き
る
だ
け
國
民
に
廣
く
配
分
さ
れ
る
の

で
た
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
ご
ろ
で
こ
の
ク
レ
ヂ
ッ
ト
を
國
民
の
致
養
向
上
の
爲

に
投
資
す
る
こ
と
は
、
最
も
健
全
で
誰
展
性
の
あ
る
使
い
方
で
あ
る
。
物
に
封
す

㌻
投
費
は
限
界
が
あ
つ
て
、
晶
物
が
過
剰
に
な
れ
ば
不
汎
を
起
し
た
り
繰
業
を
短

縮
し
た
り
し
在
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
為
人
間
の
能
力
に
封
す
る
投
資
は
無
限
で
あ

る
。
然
る
に
奨
學
貸
興
金
と
い
う
形
を
と
牝
ば
、
返
済
さ
牝
る
事
を
前
提
上
し
て

い
る
か
ら
健
全
で
あ
る
。

　
更
に
コ
ツ
ク
ス
女
史
は
滝
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
學
の
ク
ラ
ー
ク
致
授
の
研
究
を
引
照

し
つ
つ
喝
メ
キ
シ
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
（
甫
ア
メ
Ψ
カ
）
ユ
τ
ゴ
ー
栖
　
ル
ー
マ
、
一

ヤ
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
豊
か
な
資
源
を
も
ち
つ
つ
致
育
程
度
が
低
い
爲
國
民
の
所
得
平

均
が
低
く
、
デ
ン
マ
τ
ク
滝
．
ノ
ル
ウ
ェ
ー
滴
ス
イ
ス
は
資
源
は
乏
し
い
が
致
育
程

度
が
高
い
爲
國
民
の
所
得
干
均
が
高
く
滝
且
つ
ニ
ュ
τ
ジ
ー
ラ
ソ
ド
、
ア
メ
リ
カ

は
よ
い
賛
源
を
も
ち
可
成
り
な
教
育
を
や
つ
て
い
る
の
で
滝
國
民
の
所
得
ポ
丁
均
が

甫
い
ご
と
を
示
し
て
い
る
。
（
O
い
ま
↑
O
P
H
胃
山
湯
）
猶
柄
目
本
が
致
育
程
度

は
高
い
の
に
所
得
が
低
い
の
は
や
政
府
が
ク
レ
ヂ
ツ
ト
を
一
〇
〇
パ
τ
セ
ン
ト
統

制
し
た
爲
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
が
私
に
は
よ
く
ご
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
我

々
と
し
て
は
人
口
の
過
剰
、
農
業
の
低
位
生
産
形
態
、
ハ
γ
ガ
ー
エ
キ
ス
ポ
ー
ト

の
政
策
等
が
様
々
に
い
り
く
ん
だ
形
で
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
女
史
ば
更
に



21

進
ん
で
池
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
、
教
育
の
程
度
が
高
い
と
ク
レ
ヂ
ツ
ト
を
高
め

圃
民
の
所
得
が
増
加
す
る
こ
と
を
論
護
し
て
い
る
。
も
つ
と
も
個
人
に
闘
し
て
い

え
ば
、
棋
間
に
は
學
歴
乏
し
く
し
、
て
亘
万
の
富
を
き
す
い
た
人
も
あ
牝
ば
滝
相
當

■
高
い
致
養
を
も
ち
な
が
ら
貧
し
く
暮
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
併
し
耐
會
的
永
綾

的
な
意
味
に
於
い
て
．
、
致
育
と
緯
済
の
相
關
は
み
と
め
ら
牝
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
コ
ッ
ク
ス
女
史
の
提
唱
す
る
ダ
ィ
ナ
、
ミ
ッ
ク
ダ
ラ
ー
の
シ
ス
テ
ム
は
十
歳
か
ら

二
十
四
歳
ま
で
の
青
少
年
に
政
府
保
謹
付
の
地
方
銀
行
の
致
育
貸
興
金
を
與
え
る

制
度
で
あ
る
。
貸
典
の
額
や
方
法
は
地
方
毎
に
委
員
禽
に
よ
つ
て
き
め
る
が
、
一
例

を
あ
げ
る
と
十
　
　
十
四
歳
グ
ル
τ
ブ
に
は
年
に
四
百
弗
か
せ
る
。
そ
の
年
の
う

も
の
必
要
な
時
に
ひ
き
出
せ
る
が
二
十
年
後
に
そ
れ
に
封
し
て
六
百
弗
月
賦
で
か

え
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
六
百
弗
と
四
百
弗
の
差
額
二
百
弗
は
、
年
に
二
働

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
二
十
年
問
の
利
子
で
あ
る
。
そ
の
一
パ
τ
セ
ン
ト
は
地
方
銀

行
滝
一
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
政
府
に
牧
め
ら
牝
る
。
政
府
に
牧
め
ら
れ
る
一
一
五

パ
ー
セ
ン
ト
は
死
亡
や
支
沸
無
能
に
掛
す
る
保
讃
で
あ
る
。
十
五
歳
か
ら
は
六
人

す
つ
の
ク
ラ
ブ
を
組
織
し
て
そ
の
申
の
五
人
が
他
の
一
人
の
支
梯
に
連
帯
責
任
を

も
つ
。
十
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
少
年
に
封
し
て
は
雨
規
が
保
誰
す
る
。
ご
の
方

法
に
よ
つ
て
國
民
に
す
べ
皿
て
致
育
の
機
會
を
均
等
に
輿
え
る
。
金
を
借
り
る
方
は

致
養
を
高
め
竜
責
任
感
と
協
力
性
を
ま
し
、
杜
會
に
犯
罪
が
滅
少
す
る
。
不
況
に

な
牝
ば
學
校
に
留
ま
り
、
好
機
に
は
新
し
い
職
場
に
出
て
行
く
よ
う
に
雇
傭
に
弾

力
性
を
輿
え
滴
不
況
を
も
調
節
す
る
ご
と
が
で
き
る
。
ご
の
様
な
精
紳
的
創
造
力

に
つ
ぎ
こ
ま
牝
る
金
は
ダ
ィ
ナ
．
、
・
＼
ツ
ー
ク
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
以
上
は
勿
論
理
想

で
あ
り
提
案
で
あ
り
柄
す
べ
て
，
オ
自
の
未
來
的
表
現
で
か
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
現
在
行
わ
牝
て
い
る
復
員
軍
人
の
奨
摩
資
金
た
る
G
ー
ビ
ル
の
如
き
は
滝
不
充

分
で
あ
る
と
し
て
も
竜
再
致
育
の
結
果
來
る
べ
き
將
來
の
國
富
を
約
東
す
る
も
の

で
あ
る
。
戦
争
に
自
已
の
青
春
を
さ
さ
げ
つ
く
し
た
復
員
者
に
封
し
て
、
誠
に
時

誼
を
得
た
待
遇
の
方
法
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
愛
動
す
る
泄
會
に
人
々
の
能
カ

を
再
適
膳
さ
せ
、
新
し
い
創
造
力
の
源
泉
に
増
う
も
の
で
あ
る
。
ご
の
意
味
に
於

い
て
も
幾
分
な
り
と
も
こ
の
理
想
に
近
づ
く
も
の
で
あ
る
。
更
に
女
史
は
ユ
ネ
ス

，
コ
の
平
和
理
想
も
、
こ
の
「
萬
人
の
爲
の
富
の
制
度
」
↓
ぼ
オ
留
－
鼻
沽
R
医
ド

ω
湧
試
昌
に
よ
つ
て
可
能
で
あ
る
と
読
い
て
い
る
。
勿
論
か
か
る
方
法
を
一
撃
に

行
う
ご
と
は
、
不
可
能
で
あ
り
、
叉
経
済
を
不
健
全
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し

徐
々
に
で
も
こ
の
方
法
を
接
大
し
て
行
く
こ
と
は
滝
世
界
を
藪
争
の
恐
怖
と
貧
困

か
ら
救
い
、
原
子
力
に
封
抗
し
う
る
人
間
の
精
碑
的
慣
値
の
建
設
を
約
束
す
る
も
・

．
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
コ
ツ
ク
ス
女
史
の
ク
レ
ヂ
ツ
ト
論
に
深
入
り
し
て
、
や
や
島
根
の
入
的

資
源
の
間
題
か
ら
は
な
牝
て
來
た
か
ら
、
こ
の
邊
で
本
題
に
蹄
ろ
う
と
思
う
。
弔

和
二
十
五
年
度
の
島
根
縣
下
の
中
學
校
卒
業
者
中
高
校
進
學
者
は
三
九
軸
六
パ
ー

セ
γ
ト
で
、
高
校
卒
業
者
中
上
級
學
校
進
學
者
は
二
二
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
9

年度 閏願者 採用者

昭23 244入 147入

　
第
　
五
金
表
探
用
育
秋
薬
況
資

昭亭4 477 136

昭25 1，107 230

然
る
に
奮
制
中
學
校
の
時
代
と
ち
が
つ
て
耐
會
の
學
歴
．

に
封
す
る
要
求
水
準
は
高
く
な
つ
て
居
り
滝
中
學
校
の

卒
業
者
の
爲
に
開
か
牝
た
就
職
の
門
戸
ぼ
省
わ
め
て
挾
，

い
。
と
こ
ろ
で
中
學
生
の
進
學
を
促
進
す
る
に
は
奨
肇

資
金
の
遣
が
あ
る
が
滝
島
根
縣
の
大
目
本
育
英
會
の
興

典
状
況
は
第
五
表
の
通
り
で
あ
る
が
為
二
十
五
年
度
に

出
願
者
が
ふ
え
た
の
は
、
奨
學
資
金
と
は
成
績
の
よ
い

者
の
み
が
興
え
ら
牝
る
も
の
だ
と
い
う
通
念
を
破
つ
て
一



2
2
　
・
宣
偉
し
た
た
め
で
あ
る
と
當
局
は
み
て
い
る
。
こ
の
他
に
島
根
縣
致
育
費
金
貸
付

　
　
事
業
の
五
〇
名
、
出
雲
市
奨
學
會
の
三
名
等
あ
り
、
他
に
調
査
に
あ
ら
わ
牝
な
い

　
　
も
の
が
あ
る
と
思
わ
牝
る
が
滴
そ
の
範
團
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
ご
こ
に
ダ

　
　
ィ
ナ
、
、
一
ツ
ク
、
ダ
ラ
ー
ズ
の
考
を
適
用
し
、
奨
學
貸
與
資
金
の
制
度
を
接
張
し
た

　
　
な
ら
ば
、
人
的
資
－
源
に
よ
る
富
の
増
加
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
併
し
乍
ら
い
か
に
進
學
の
機
會
を
多
く
し
て
も
、
縣
氏
の
税
金
に
よ
つ
て
致
育

　
　
を
う
げ
た
優
秀
な
人
的
資
源
を
他
縣
に
流
出
し
て
し
ま
う
よ
う
で
は
、
島
根
の
文

　
　
化
も
経
済
も
つ
い
に
向
上
褒
展
の
機
會
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
吾
人

　
　
は
、
水
力
資
源
の
確
保
　
　
工
場
の
誘
致
　
　
産
業
重
心
の
轄
向
　
　
職
業
指
導

　
　
　
　
致
育
的
投
資
は
一
貫
し
平
行
し
て
進
む
べ
き
も
の
で
あ
る
と
結
論
し
た
い
の

　
　
で
あ
る
。

　
　
　
終
り
に
二
言
し
て
置
き
た
い
ご
と
は
竜
今
日
の
費
本
主
義
的
経
済
機
構
の
中
で

　
　
は
「
金
に
な
る
も
の
が
榮
え
る
」
と
い
う
経
済
濁
特
の
論
理
の
爲
に
鴇
個
人
遣
徳

　
　
は
無
力
と
な
り
、
政
治
と
分
離
し
て
曳
薪
に
経
済
的
洞
見
の
上
に
立
つ
触
會
遣
徳

　
　
が
必
要
に
な
つ
牝
と
い
1
わ
牝
る
。
し
か
し
コ
ツ
ク
ス
女
史
が
物
的
創
造
力
よ
り
精

　
　
碑
的
創
造
力
の
優
位
を
み
と
め
、
ク
レ
ヂ
ヅ
ト
の
上
に
経
済
■
現
象
を
基
礎
づ
け
た

　
　
よ
う
に
、
纏
済
現
象
の
基
礎
は
、
行
き
つ
く
と
こ
ろ
個
人
的
信
用
を
も
と
と
し
て

　
．
い
る
。
封
建
家
長
的
農
業
生
産
の
生
活
様
式
の
中
で
そ
だ
つ
牝
島
根
縣
人
は
、
近

　
　
代
民
主
々
義
的
耐
會
道
億
の
訓
練
に
は
嵌
け
る
と
ご
ろ
が
あ
る
が
、
幸
に
勤
勉
で

　
　
義
務
感
や
信
用
の
面
で
す
ぐ
牝
て
い
る
ご
と
は
、
他
縣
に
比
し
て
犯
罪
の
少
い
こ

　
　
と
や
滝
他
縣
か
ら
求
人
の
申
込
の
多
い
鱗
で
も
立
讃
さ
牝
る
。
薪
し
い
原
子
時
代

　
　
に
虜
す
る
世
界
人
の
立
場
に
お
い
て
も
為
こ
の
様
な
個
人
遣
徳
と
杜
會
遣
徳
を
爾

　
　
立
さ
せ
、
物
的
創
造
力
を
も
精
棉
的
創
造
に
よ
つ
て
止
揚
す
る
方
同
に
ご
そ
今
後

の
致
育
の
理
想
が
指
向
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、

　
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
助
言
と
賓
料
を
い
た
£
い
た
洩
島
根
縣
商
工

課
、
教
育
魔
調
査
企
養
課
、
申
國
電
力
株
式
曾
杜
の
方
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
又

「
致
育
に
よ
る
富
」
の
著
者
コ
ツ
一
ク
ス
女
史
に
諒
解
を
得
よ
う
と
思
つ
て
同
書
σ
㌧
δ
－

片
暮
邑
＆
α
Q
昌
g
威
に
あ
る
コ
日
ン
ビ
ヤ
大
學
の
ク
ラ
ヨ
ク
致
授
に
佳
所
を
間
合
せ
た

と
こ
ろ
、
目
下
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
調
べ
た
上
で
知
ら
せ
る
と
い
う
返
事
で
あ
つ

た
。
原
稿
〆
切
目
の
今
目
ま
で
蓮
絡
が
と
れ
て
い
な
い
の
は
甚
だ
残
念
で
あ
る
が
、
と

れ
爽
第
に
拍
わ
び
を
し
た
い
ど
思
つ
て
い
る
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
七
年
三
月
九
目
記




